
平成27年2月12日「小さな拠点づくりフォーラム」資料

岡山県津山市阿波地区（あば村運営協議会）

岡山県 阿波地区

津山市

阿波地区 人口563人、世帯数229世帯、高齢化率43.7％ （平成27年1月1日住民基本台帳）

市役所本庁からの距離約30㎞ １

あば村宣言と「小さな拠点」づくり



２



ー取り組みの経過ー

●平成２０年度

・連合町内会阿波支部（８自治会）を中心に阿波まちづくり協議会発足。

住民自治協議会モデル事業（津山市）

●平成２３年度

・まちづくり協議会、あばグリーン公社、NPO、行政で「エコビレッジ阿波推進協議会」を結成し、事業推進。

・全世帯を対象とした暮らしの聞取り調査

●平成２２年度

・阿波まちづくり協議会において環境に特化した村づくり、「エコビレッジ阿波構想」を策定。

●平成２４年度～ 実践的取組開始。

・ごみ減量などの環境率先行動、アヒル農法の実践。

・NPOによる「過疎地有償運送事業」開始。

・間伐材の集荷・チップ化し、温泉燃料への実証実験（木の駅プロジェクト）。・・・

３
アヒル農法 過疎地有償運送 木の駅プロジェクト

聞取り調査の様子

協議会の様子



しかし・・・
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幼稚園
休園

小学校
閉校

JAｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ
撤退

役場（支所）
規模縮小

× ×

ないものだらけの
逆境のデパート状態・・・。

×

５

115年続いた村が合併し（平成１７年）、１０年。
急速な人口減

・合併時７０８人（平成17年３月）⇒５６３人（平成27年1月1日）

逆境に抗して

×

地域住民に留まらず、地域外からも協力者や移住してくる若者も増え始める。



・・・この度、私たちはここに「あば村」を宣言いたします。
自治体としての村はなくなったけれど、新しい自治のかたちとして、
心のふるさととして「あば村」はあり続けます。（宣言文より抜粋）

６

挑戦１：逆境に抗して、「あば村宣言」
あば村運営協議会（平成26年4月～）
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・エコビレッジ阿波構想（環境に特化した村づくり）
エコビレッジあば推進協議会（平成22年度）

あば村運営協議会に改組（平成26年度～）
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⇒異なる分野や機能の事業や施設を複合化、連携 ⇒小さな拠点の形成

⇒再度、それぞれの施設の役割を検討 （特に農協跡地活用、小学校跡地活用）

阿波地区中心部
南北３００ｍ
東西２００ｍ

９

挑戦２：新しい村のかたちの論議、構築

阿波地区の中心部に集まっている公共・公益施設



新しい村のかたち検討委員会（平成２４年度～）

地元関係団体・個人、行政、専門家による円卓会議
（平成24年～）

住民出資の合同会社の設立（平成26年2月）
ＧＳの運営（平成26年6月～）

１０

全世帯アンケートの実施（平成25年11月）

①出資をしても存続を。
②燃料代が上がっても買い支える。

地区唯一のガソリンスタンド、JAが撤退表明
（平成25年4月）

７割



「小さな拠点」づくりモニター調査（平成２６年度）
新しい村のかたち検討委員会

②農産加工品の生産・販売体制の拡大のための
・G公社の経営分析
・農産加工グループ、生産者グループヒアリング

⇒小学校跡を農産物加工・交流施設に

①ＧＳ拠点の利用拡大・安定運営のための
・住民利用意向調査・施設利用者調査
・合同会社経営状況調査

③拠点内施設のネットワーク化と「小さな拠点」の啓発
・小さな拠点マップの作成

１１

小学校跡地

GS拠点

●小さな拠点の核施設：①ＧＳ拠点、②小学校跡地、③阿波支所（出張所）

●調査・検討内容



１２

GS経営

購 買

①GS拠点：利用拡大

・住民の立ち寄りや集いの場（サロン）としての機能充実が不可欠。
⇒様々な層を対象としたイベントの企画や喫茶スペースのレイアウト充実。
⇒地域の交流拠点に。

GS 物販

男性中心
ポイントカード

女性中心
レシートポイント

両方利用
は少数

GS 物販

ポイント相互利用
出資募集

イベント来店者に好印象
• 品揃え
• 取次サービス
• ポイント相互利用 等

共同
イベント化

販促：情報発信・イベント開催・ポイント相互利用
出資：継続的な募集

現

状

将
来
像

相互利用の
サービス設計

対
策
案

・住民利用意向調査（アンケート）：平成２６年１１月実施。回答者数２２７人

・施設利用者調査：平成２６年１１月の３日間実施。

回答延べ数：６４人



・GS単独では採算性が難しい。複数の事業を組合わせることで収益性を。
⇒GSスタンド経営、購買、地元スーパーと連携した宅配事業、木の駅事業、
お試し住宅、小水力発電（将来）などなど

１３

GS経営 購 買

①GS拠点：安定経営

宅配事業 お試し住宅（旧教員住宅）

木の駅事業



・小学校統合は地域にとって苦渋の選択。
・統合問題と併せて、跡地活用について論議
・あばグリーン公社が運営している加工品施設が老朽化。
⇒農産加工・交流施設に（H２５、市に要望）

小学校跡地

１４

・課題
地域の生産体制の確立（後継者の育成・販路拡大）

⇒地域の生産・販売体制の拡大可能性調査（H２６年度）
・加工グループ、野菜生産グループのヒアリング
・あばグリーン公社の経営分析

⇒パッケージデザインの統一：あば村の世界観の統一（H２６年度）

⇒施設改修の設計、地域おこし協力隊の派遣予定（H２７年度～）

豆腐の製造 生産者とのヒアリング 統一デザインパッケージ

②農産加工生産・販売体制の確立



・餅、ふるさと小包、米、味噌の４品目で売上、利益の７割を占める。⇒戦略的強化。
１５

②農産加工生産・販売体制の確立

・あばグリーン公社の経営分析



Ｇ公社・加工施設

②ＧＳ拠点

あば温泉

Ｇ公社の農産物加工施設を移転・交流施
設を併設予定

①小学校跡地

あば交流館

あば村運営協議会のマネジメント

持続可能な地域経営、地域運営

【あば村の小さな拠点イメージ】

基幹公共交通、行政窓口、緊急対応機能、地域支援機能の維持

行政（津山市）

阿波児童館

旧小学校体育館

③市役所阿波支所

阿波郵便局

阿波幼稚園
（休園中）

阿波公民館

保健福祉センター

コミュニテイ体育館
地域防災拠点（太陽光発電施設を設置予定）

地域の金融機関

陶芸・木工施設の有効活用

⇒子どもたちの居場所づくりへ

地域の文化・学習拠点

ガソリンスタンド・購買
⇒地域のエネルギー拠点・生活支援の拠点へ

宿泊・食事施設 温泉・交流施設

保健・福祉拠点
ディサービス他

小さな拠点
の核施設②

小さな拠点
の核施設①

小さな拠点
の核施設③

①窓口機能②緊急対応機能③地域振興機能
⇒地域振興の拠点へ

移転 小学校跡地・体育館

⇒グリーンツーリズム事業の展開等交流拠点へ

・木の駅事業
・小水力発電事業

・アヒル農法
実践農場

・お試し住宅

・市営住宅

高齢者施設の可能性

⇒G公社が地域の総合商社へ

（キーワード：小規模・分散・複合化・近隣循環・協働）
１６

③拠点内施設のネットワーク化と「小さな拠点」の啓発

・市営住宅

市営阿波バスと過疎地有償運送で、
高齢者の足を確保。


